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製品化実績等製品化実績等製品化実績等

・糖質素材を活用した機能性を有する食品、化粧品など
　37品目を製品化

・希少糖含有シロップの県内先行販売

今後の市場規模今後の市場規模（見込み見込み）等今後の市場規模（見込み）等

・糖質素材を活用した機能性を有する食品、化粧品など
　の製品は5年後には約5億円の販売を見込む

・希少糖関連新甘味料は5年後に約20億円の販売を見
　込む

11.1711.17

成果成果（技術技術）の概要の概要成果（技術）の概要

地域地域（エリアエリア）概要概要地域（エリア）概要

高松エリア

地域イノベーションクラスタープログラム（都市エリア型（発展））　　

特徴ある糖質の機能を生かした健康バイオ産業の創出

マルキン忠勇（株）、かどや製油（株）、（株）岡田武市商店、（合）希少糖食品、松谷化学工業（株）、（株）大和製作所、
千金丹ケアーズ（株）、（株）松浦唐立軒、中野産業（株）、自然免疫応用技研（株）、NPO法人環瀬戸内自然免疫ネットワーク、
（有）シーバイオン、（株）ピカソ美化学研究所、富士産業（株）、東洋オリーブ（株）、宝食品（株）、（株）伏見製薬所、
（株）ガルファーマ、増田化学工業（株）、プロテノバ（株）、（株）ネオシルク、 
香川大学、徳島文理大学、名城大学、九州大学、東京海洋大学、岡山大学、大阪大学、東洋大学
（独）産業技術総合研究所、香川県産業技術センター

公益財団法人　かがわ産業支援財団  
〒761-0301  香川県高松市林町2217－15
TEL：087－840－0338　FAX：087－864－6303　e-mail：scn@kagawa-isf.jp　　

地域（エリア）名

実 施 事 業 名

実　施　期　間

実　施　機　関

（太字は核となる研究機関）

中核機関（連絡先）

産…

学…
官…

ライフサイエンス
平成20年7月～平成23年3月　

　希少糖や糖質素材、糖鎖の機能を活用した機能性食品･化

粧品、医薬品中間体、診断薬に係わる研究開発と事業化を集

中的に行い、高齢化社会を見据えた健康バイオ産業の創出を

図った。

■トクホの表示許可申請及び希少糖含有シロップの販売開始

　　希少糖（D-プシコース）の食後血糖値の上昇抑制効果と

　安全性が確認され、甘味料として特定保健用食品（トクホ）

　の表示許可申請を行った（平成22年3月）。次いで希少糖

　含有シロップの県内先行販売が開始（平成23年6月）され

、香川発の希少糖を用いた食品開発が促進された。

■D-プシコースの愛称（ネーム）とマークの商標登録

　　香川発の希少糖（D-プシコース）のPRと普及を図るため、

　これを用いた商品に表示する愛称とマークを作成し、商標

　登録を行った。

■県外参画企業の希少糖含有シロップ製造工場の県内進出

　決定

■糖質素材を活用した多数の機能性食品・化粧品への展開

　　地域の生物資源と関連の深いグルカンや糖脂質などの複

　合糖質の持つ免疫調整機能を解明し、その機能を活用した

　食品、化粧品など37品目を製品化した（平成22年度末）。

　その結果、平成22年度の販売実績は1億1千万円となった。

登録した商標

トクホ申請を行った
「レアスウィート」のパッケージ

糖質素材を活用した製品化例

製品化実績等製品化実績等製品化実績等

・Bluetooth内蔵電子聴診器（試作実績）
・排尿過程モニターシステム（試作実績）
・suisuiNURSE（看護支援装置）製品化

今後の市場規模今後の市場規模（見込み見込み）等今後の市場規模（見込み）等

2020年度にそれぞれの市場規模（見込み）が

合わせて190.8億円

成果成果（技術技術）の概要の概要成果（技術）の概要

地域地域（エリアエリア）概要概要地域（エリア）概要

長崎エリア

地域イノベーションクラスタープログラム（都市エリア型（発展））　

『人に優しい予防・在宅医療システム（長崎方式）』

（株）日本理工医学研究所、富士フィルム（株）、九州新生電子（株）、新生ハイテック（株）、テルモ（株）、
SFKメディカル（株）　他
長崎大学、長崎総合科学大学、川崎医科大学
長崎県工業技術センター、（独）理化学研究所、（財）くまもとテクノ産業財団

財団法人　長崎県産業振興財団 
〒856-0026　長崎県大村市池田2丁目1303－8
TEL：0957－52－1138　FAX：0957－52－1140　e-mail：oomura@joho-nagasaki.or.jp　　

地域（エリア）名

実 施 事 業 名

実　施　期　間

実　施　機　関

（太字は核となる研究機関）

中核機関（連絡先）

産…

学…
官…

ライフサイエンス
平成20年7月～平成23年3月　

　長崎エリアでは、県内の高齢化が際

立つ多くの離島、へき地が抱える医療

機関へのアクセス難という課題を解決

するため、医療関係者・自治体・研究者

等が協力し、【長崎方式】と呼ばれる予

防・在宅医療システムの構築を目指し、

平成20年度から22年度まで開発・検

証を行った。

　すなわち、県内の代表的な離島地域で

ある五島地域で、病院、介護施設、要介

護者宅の協力の下、実証試験を繰り返

し行い、事業化へ向けたシステム作りに

努めた。その成果の一つとして、看護師

業務支援ツール『suisuiNURSE』（看護

端末）の製品化が実現した。

　また、都市エリア産学官連携促進事業

（一般型）で開発した非侵襲センシング

技術を基に、肺音検査システム、非侵襲

型血糖値計及び排尿管理システムなど

の健康チェック機器の研究開発・製品

化にも取り組んだ。

®

®

＜都市エリア型（発展）＞ ＜都市エリア型（発展）＞

【長崎方式】予防・在宅医療システムの開発例

地域 A：基幹病院
地域 B：基幹病院

長崎大学病院
国立医療センター

地域基幹病院
：五島中央病院

サーバーサーバーサーバー

地域病院
：富江病院

サーバーサーバーサーバー

バイタル
情報画面例

《看護・介護等支援システム》

肺音検査
システム

卓上型
血糖値計

（イメージ図）

排尿過程
モニター
システム

看護端末
（suisuiNURSE)

訪問看護ステーション
：福江看護 st

見守り対象者
：患者、高齢者等

生体情報
センサー
（既存）


